
 

【校長 上畠 憲一】 

『自然界も学校も新しい季節へ』 ～大きく伸びるために～ 
先日、通りかかった琵琶湖の湖岸を少し歩いてみました。見渡すと湖岸のヨシが刈られていることに気づきました。

ヨシには水を浄化する働きや多くの野鳥、魚や貝などの生き物の餌場としての役割があり、琵琶湖の水質保全に欠か

せないといわれています。そして、この時季にヨシを刈ることで、新芽の成長を助けたり、ヨシについている害虫を

取り除いたりする効果があるので、春に芽を出し大きく成長するにはこの刈り取りが必要とのことです。 

芽吹きを待つ自然界が春に芽を出し大きく成長するには冬の間の準備が必要です。同様に学校も新しい春に向かっ

て準備をすることは大事です。まさに今はその時期です。一人ひとりが 1 年間を振り返り成長した自分を誉めたり、

足りなかったところを反省したりすることが必要です。学校としても今年度の取組を評価し、成果と課題を明らかに

して来年度の重点をみんなで共有しなければなりません。先月の石積っ子に掲載した教育アンケート結果を基に学

校運営協議会(兼学校評価委員会)でもご意見をいただきました。これらを受けて次年度の構想を練っています。 

子ども達も同様に、来年度に向けてしっかり準備をしています。現１年生は新しく入学してくる新１年生のために

学校案内の準備をしていました。次年度最高学年となって坂本小学校の児童をリードする５年生も、６送会の運営や

準備を通してよき伝統を6年生から引き継ぐためにがんばっています。よい春を迎えるためには自然界にとっても、

子ども達にとっても、学校にとっても大切な 1 ヶ月です。本校は、みんながこの１ヶ月を大事にしてくれているの

で、きっと春を迎えて新たな芽を出し、坂本小児童の良き伝統が継承されることでしょう。 

協働・連携ありがとうございました 
『協働･連携』を掲げたこの１年間、保護者並びに地域の皆様方

には、本校の教育活動にご支援・ご協力をいただきありがとうござ

いました。日頃から子どもたちの成長を一緒になって考え、ご尽力

いただいたことはもちろん、少しずつ緩和されていくコロナ禍の

中、地域や保護者の方々との交流も少しずつ復活してきました。読

書活動では「読み聞かせボランティア」の皆さんによる朝の読み聞

かせや PTA と学校司書さんとが一緒に読書イベントや図書室の

掲示をしていただきました。地域学習として坂本菊やどんど焼きも教えていただきま

した。また、子どもたちの毎日の登下校や校外学習時に

は、安全リーダーや保護者のみなさんに見守っていただ

きました。スポ少や体振、地域団体の皆さんには子ども

たちの活躍の場を提供していただきました。本当にあり

がとうございました。学校だけでは子どもた

ちの確かな成長を育むことは難しいです。今後とも、学校･家庭･地域がいつ

も同じ方向を向いて、ともに協働･連携していきたいと思います。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

 

＜３月、４月(R5)の主な学校行事＞ 現時点の予定です。今後変更になることもあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

坂本小だより 令和５年３月号 

児童数５４０名 ３/１(創立記念日) 

坂本小ＨＰ http://www.otsu.ed.jp/skmt/ 

 



 150 歳まであと 1 年･･･先述の通り、今年度をふりかえって各方面から声をいただきました。それらを基に来

年度迎える創立１５０周年を節目と捉え、子どもたちが、先生たちが、そして保護者･地域の皆さんが、よりいっそ
う『自分大好き 友達大好き さかもと大好き』になるように改善していきます。 

以下は現時点での主な行事等の年間予定、日課表及び重点事項(具体的方策)です。参考までに。 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈２月の様子〉詳しくはホームページ『坂小日記』をご覧ください 
  〈学びのステップアップ〉     〈出前授業〉        〈入学説明会〉      〈たてわり活動〉 

 

 

 

    〈春の集会〉     〈委員会主催ぽかぽか集会〉  〈委員会主催文化発表会〉    〈中学校出前授業〉 

 

 
 

令和５年度 坂本小コミュニティーの大目標 

            (学校･地域･家庭) 3/１現在 

150 周年を機に 学校･地域･家庭が 

よりいっそう連携して 自立した子どもを育成する 
～自分大好き 友達大好き さかもと大好き～ 

 

令和５年度 重点事項(案) 3/１現在 
 

さいごまでやりぬく    ◇『5 つの心得』〈あいさつ・はきもの・そうじ・時間・人〉の徹底 

からだをきたえる     ◇体育授業の充実 ◇運動習慣の日常化 ◇健康教育、食育、安全教育への意識向上 

もとめてまなぶ      ◇学習の構えの徹底と学習環境の充実 ◇坂小スタンダードの発展 ◇読書力を高める  

◇書いて表現する力をつける ◇ICT 活用力 ◇教科担任制 

とも(人)をたいせつにする    ◇インクルーシブ教育の充実 ◇開かれた学校の実現〈150 周年を機に再び〉 

 ◇特色ある学校づくり〈地域･保護者との協働実践〉〈歴史･人･文化と触れ合う〉 

 

児童一人ひとりの良さやつまずき

を迅速に把握します 
「わた SHIGA 輝く国スポ・障スポ」

のイメージソング『シャイン』 

来年度 1 年生になる児童の保護者

に本校の様子を伝えました 
異年齢との交流でいろいろな感情

を抱いてくれることを願います 

PTA 教育研修会『春の集会』が３

年ぶりに開催されました 
いろいろなゲームに参加しながら

楽しいひとときを過ごしました 
３年ぶりに生での開催に出演者も

観客も盛り上がりました 
中学校の先生による出前授業。い

よいよ進学が近づいてきました 


